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「平成２９年度上半期（４月～９月） 消費生活相談の概要」
岡山市消費生活センター

【相談の概要】 

（１）－１ 相談件数の推移

（１） 相談件数は２，１２４件で、前年度同期（１，９４０件）から１８４件増加。

    契約者年代別相談件数では、若年層（２０歳代まで）の相談が減少し、中間

層（30歳～64歳）、高齢者層（65歳以上）の相談が大幅に増加（前年度

同期より、中間層は＋１２５件、高齢者層は＋９６件）。依然として、高齢

者層の相談が、相談件数の約４割を占めている。 

（２） トラブルになった金額の合計は約5億9千万円と、上半期としては平成26年

度の約７億円に次ぐ金額となり、一人当たりの平均金額も121万円と前年度

同期に比べ増加。相談件数の約４割を占める高齢者層では、トラブルになっ

た金額及び一人当たりの平均金額が、前年度同期から大幅に増加。 

（３） 相談内容は、携帯電話のショートメールなどに送られてくる有料動画サイト

の未払い料金に関する架空請求など、放送・コンテンツ関係の相談が５１２

件と激増したのに加え、ハガキで、身に覚えのない「総合消費料金」を請求

する架空請求も急増し、相談件数増加の要因となっている。 

（４） 「現在契約している大手電話会社のサービス変更だと思っていたら、関係な

い事業者との新たな契約になっていた」「契約に必要な手続きをした覚えが

ないのに、他の事業者への乗り換えが完了していた」といった光回線サービ

スの卸売に関する勧誘トラブルも増加しており、注意が必要。 



- 2 - 

（１）－２ 契約者年代別相談件数 

       年度 

年齢 

２９ 

４月～９月

（件） 

2８ 

４月～９月 

（件） 

増減数

（件）

全体比 

（％） 

前年度比 

（％） 

若年層（～２9歳） １２３ １４１ △１８ ５.８% ８７.２% 

中間層（３０～６４歳） ９４１ ８１６ １２５ ４４.３% １１５.３%

高齢者層（６5歳～） ８４５ ７４９ ９６ 3９.８% １１２.８%

不明 ２１５ ２３４ △１９ １０.１% ９１.９% 

計 ２，１２４ １，９４０ １８４ １００.０% １０９.５%

（特徴）

・若年層の相談が減少。中間層（前年度同期＋１２５件）・高齢者層（前年度同期 

＋９６件）の相談が大幅に増加。 

・どの年代も、放送・コンテンツ関係（携帯電話のショートメールなどに送られてくる

有料動画サイトの未払い料金に関する架空請求等）に関する相談が最も多いが、50

歳代・60歳代は、ハガキで総合消費料金を請求する架空請求が急増。 

（２）主な相談内容 
商品・役務別相談状況（平成２９年度上半期上位１０位） 

       年度 

区分 

2９ 

４月～９月

（件） 

2８ 

４月～９月

（件） 

増減数

（件） 

全体比 

 （％） 

前年度比 

 （％） 

放送・コンテンツ等 

（有料動画サイト未払い請求等）
５１２ ３１２ ２００ ２４.１% １６４.１％

商品一般 

（商品特定不可の架空請求等）
２４７ ９４ １５３ １１.６% ２６２.８%

相談その他 

（不審な電話等） 
１２４ １５４ △３０ ５.８% ８０.５%

インターネット通信サービス １２１ ９５ ２６ ５.７% １２７.４%

レンタル・リース・賃借 １１１ ９４ １７ ５.２% １１８.１%

他の保健・福祉 

（還付金詐欺等） 
８６ １１８ △３２ ４.０% ７２.９%

健康食品 ６７ ６１ ６ ３.２% １０９.８%

役務その他 

（結婚相手紹介サービス等） 
４２ ５４ △１２ ２.０% ７７.８%

自動車 ３７ ２７ １０ １.７% １３７.０%

移動通信サービス ３７ ３０ ７ １.７% １２３.３%

その他 ７４０ ９０１ △１６１ ３４.８% ８２.１%

計 ２，１２４ １，９４０ １８４ １００.０％ １０９.５%
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  ①放送・コンテンツ関係 ５１２件 （前年度同期３１２件） ＋２００件 

→携帯電話のショートメールなどに送られてくる有料動画サイトの未払い料金

に関する架空請求やアダルトサイト、出会い系サイトの高額な料金請求に関する

トラブルなど 

※サイト利用料の架空請求が大多数を占める、デジタルコンテンツに関する相談

が３５９件と前年度同期の73件から激増！ 

  ②商品一般 ２４７件（前年度同期９４件） ＋１５３件      

 →商品が特定できない架空請求等 

※ハガキによる架空請求の相談が１６７件（前年度同期１件）と急増！ 

【事例１】 

利用した覚えがないが、総合消費料金を請求するハガキが届いた。対処方法は。 

                            （５0歳代 女性） 

〈アドバイス〉 

架空請求のため、無視してください。決して相手に連絡せず、支払わないようにし

ましょう。 

 現在、「総合消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」や「総合消費料金未納分

訴訟最終通知書」というハガキが届いたという相談が急増しています。   

  差出人は「民事訴訟管理センター」の他、実在する公的機関によく似た名称や、実

在する中央省庁の名称を名乗るものもあります。 

  不安に感じたり、対応に困った場合は、まず消費生活センターに相談しましょう。

【事例１】 

スマホに大手動画サイトからショートメールがあり「有料動画閲覧履歴があり未納

料金が発生。今日中に連絡なき場合は法的手続きを取る」とある。        

                              （１0歳代 男性）

〈アドバイス〉 

架空請求のため、無視してください。決して相手に連絡せず、支払わないようにし

ましょう。消費者が電話をすると、コンビニでプリペイド型電子マネーを購入し、そ

の番号を伝えるよう指示され、指示に従ってお金を支払ったが、翌日にさらに追加請

求されたという事例もあります。  

【事例２】 

携帯電話でアダルトサイトにアクセス。１回クリックしただけで登録になった。あ

わてて脱会のため連絡先に電話をかけた。キャンペーン中で登録料は１８万円となる

とのこと。支払いができないことを伝えると、「月に１万円ずつでもよい。」と言わ

れた。どうしたらよいか。                          

                              （６0歳代 男性）

〈アドバイス〉 

アダルトサイトのワンクリック請求と考えられ、契約は不成立と思われるので相手

にしないようにしてください。 
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【事例２】 

本日、私が何かの権利が得られる１００人の中に入っており、私の名前を借りたい

人がいるので貸してあげないかと言われた。「はい」と答えたところ、Ａと名乗る高

齢の男性からお礼の電話があった。このことで、もうすぐ電話がかかってくることに

なっているが、何か騙されているのではないかと思うようになった。今後の対応方法

を教えてほしい。 

                             （８0歳代 女性） 

〈アドバイス〉 

 劇場型詐欺と考えられ、何らかの名目で金銭を要求すると思われるので、すぐ留守

番電話にし、絶対に相手にしないこと、警察にも通報すること、今後は不審な電話に

は応対せず、こちらから電話を切るようにしましょう。

  ③相談その他 １２４件（前年度同期１５４件） △３０件     

 →売買契約に付随しない不審な電話に関する相談 

【事例１】 

デパートを名乗り、「２０代位の女性が貴金属売り場に来られ、あなた名義のカー

ドを使おうとしたので電話をしている、警察にも届け出たので、警察からも電話があ

る」と言われた。私はこのデパートのクレジットカードを持っていないので不審に思

い電話を切った。しかし、その直後、警察を名乗る電話があり、同じようなことを言

われた。これは詐欺であると思い途中で電話を切った。             

                              （７0歳代 女性）

〈アドバイス〉 

 個人情報を入手するための電話の可能性が高いため、不審な電話は、個人情報など

を聞かれても応じないようにしましょう。 

【事例2】 

警察を名乗り「１９２人の通帳が不正に使われる可能性があり、その中に私の名前

が入っている」との電話があった。「既に８人の被害が出ている。次にお宅が被害に

遭う可能性があるのでこれから訪問して通帳を確認する」と言われた。不審に思い、

「警察に確認する」と言い電話を切り、所轄警察署に問合せたところ、詐欺であると

言われた。                                 

                             （８０歳代 女性）

〈アドバイス〉 

警察を騙っての詐欺の可能性があるので、今後このような電話があった場合は速や

かに電話を切り、その後は留守番電話にするようにしましょう。 
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（３）契約購入金額 

（特徴）

・トラブルになった金額（契約購入金額）の合計は約5億9千万円と、上半期として

は平成26年度の約７億円に次ぐ金額となり、一人当たりの平均金額も121万円と

前年度同期に比べ増加。相談件数の約４割を占める高齢者層では、トラブルになっ

た金額及び一人当たりの平均金額が、前年度同期から大幅に増加。 

・1千万円以上の高額な契約トラブル件数は、高齢者層が半数以上を占めており、引

き続き注意が必要。

契約購入金額合計 平均契約購入金額
契約購入金額が 

1千万円以上の件数

平成２９年度 

４月～９月 

（全体） 

 ５億８，９３０万円 １２１万円 ９件 

平成２９年度 

４月～９月 

（高齢者層） 

 ３億６，３００万円 ２６１万円 ５件 

平成２９年度 

４月～９月 

（高齢者層の割合）

６１.６％ ― ５５.６％ 

平成２８年度 

４月～９月 

（全体） 

 ４億６，６１１万円 ８８万円 ９件 

平成２８年度 

４月～９月 

（高齢者層） 

 ９，４７２万円 ５６万円 ３件 

平成２８年度 

４月～９月 

（高齢者層の割合）

２０.３％ ― ３３.３％ 

平成２８年度比 

４月～９月 

（全体） 

１２６.４％ １３７.５％ １００.０％ 

平成２８年度比 

４月～９月 

（高齢者層） 

３８３.２％ ４６６.１％ １６６.７％ 


